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学位論文審査結果の要旨 
 
Predicting the ability of elderly diabetes patients to acquire the insulin 
self-injection technique based on the number of animal names recalled 
～糖尿病と遂行機能との関連について 
 
言語流暢性検査を用いて，2型糖尿病患者の遂行機能を評価しました．動物の名前を尋ね
る言語流暢性検査は，遂行機能と共に記憶力とも関連を示し，動物の名前の 1 分間での想
起個数は，新規インスリン導入 2 型糖尿病入院患者における 1 週間でのインスリン手技習
得を予測し，11個が cutoffであった．また併せて，著明高血糖の 2型糖尿病患者において
は，アルツハイマー型認知症発症と関連なく，遂行機能障害を来しており，2型糖尿病とア
ルツハイマー型認知症を合併した場合，糖尿病のないアルツハイマー型認知症と比較して，
臨床症状が異なる可能性がある可能性があることを示した．また，その遂行機能障害は，
過去 5年間の HbA1cの変動と最も関連がある事を明らかにした． 
 
 以上の研究内容について発表後，以下の質疑応答がありました． 
 
主査 田中 教授より 
・インスリンの手技習得は，手続き的記憶に当たると考えられるが，手続き的記憶と，意
味性流暢性検査である，動物の名前の想起は，脳の賦活部位が同じかどうか？ 
 
回答：手続き的記憶の脳の賦活部位は理解しておりませんが，動物の名前を想起する際に
は，検索という作業で，前頭葉が賦活化され，普通名詞のストックを検索することで，側
頭葉が賦活化されると考えられます．田中教授にご指摘いただいたように，インスリン手
技を行うということは，一連の行動を順序立てて行わなければならないため，記憶力と遂
行機能が要求されると考えます．そのため，動物の名前の想起個数がインスリン手技習得
能力と相関したと考えております． 
 
・2型糖尿病患者がアルツハイマー型認知症を発症する際には，遂行機能の低下を伴うとい
うことだが，遂行機能を司る前頭葉の血流低下を示唆する根拠はあるか？ 
 
回答：東京医大の羽生先生が，アルツハイマー型認知症と糖尿病を合併した患者は，糖尿
病のないアルツハイマー型認知症と比較して，SPECTで前頭葉の血流低下を起こしている
と証明した論文があったように記憶しております． 
 
・HbA1c の過去 5 年間の変動が，遂行機能低下と関連しているということだが，その，背
景にあるメカニズムは，何なのか？ 
 
回答：血糖値の日内変動は，遂行機能低下と関連していると報告があり，また，日内変動
は脳梗塞などの血管障害と強くかかわると報告があります．そのため，HbA1c の変動も，
血糖の変動とかかわり，脳の血管病変と関わっているのではないかと推察しております．
実際，HbA1c の変動は，心筋梗塞の発症，糖尿病性腎症の発症と関連すると報告もありま
す． 
 
副査 五嶋 教授より 
・認知検査を施行する際に工夫した点を挙げてください． 
 
回答：糖尿病患者においては，理解力の乏しい方が多いため，動物の名前の想起個数を尋
ねる場合に，犬，猫などといった，動物をお答えくださいと尋ねました．犬，猫を提示す
ることで，検査成績に影響がないことを，示した論文もあります． 
 
・動物の名前を 11 個いえることが，1 週間でのインスリン手技習得のカットオフとして使
えるとのことだが，他の施設での妥当性はあるのか？ 
 
回答：過去にインスリン手技を身につけた 2 型糖尿病患者において，インスリン手技が正
しく施行されているかの判定に，動物の名前の想起個数が有用で，カットオフが 10個と報
告がある．また，糖尿病のない患者において，アルツハイマー型認知症診断に動物の名前
の想起個数を使用すると，カットオフが 13個と報告がある．そのため，インスリン手技習
得のカットオフが動物の名前の想起個数 11個であることは，他施設でも同様の結果が得ら
れる可能性が高いと考えます． 
 
・過去のHbA1c高値が，遂行機能低下と関連しているということだが，そのメカニズムを
どう考えるか？ 
 
回答：既報が多くなく，いずれの論文でも，メカニズムは不明と記述があると回答すると，
五嶋教授より，高血糖による脳浮腫なども原因として考えられるかもしれないと指摘いた
だいた．今後の研究に生かしたいと考えました． 
 
副査 平安 教授より 
・高血糖により遂行機能障害を起こすかもしれないという前半部分と，後半の遂行機能が，
インスリン手技習得を予測しうるという内容が，一貫性がないため工夫が必要と指摘いた
だいた． 
 回答：遂行機能が悪いと，糖尿病に対する理解，生活習慣が悪くなり，血糖が増悪する可
能性があるという臨床研究があります．血糖増悪→遂行機能低下だけでなく，元々の遂行
機能低下→糖尿病の理解低下，生活習慣悪化→血糖増悪，の可能性もあります．そのため，
学位審査の主論文として，遂行機能とインスリン手技習得能力との関連を研究しました． 
 
・その根拠となる論文を具体的に説明してください． 
 
回答：横断研究で 2 型糖尿病患者に，遂行機能検査と糖尿病の知識検査を施行，遂行機能
と検査時のHbA1cとは相関を認めるが，糖尿病の知識検査で調整すると，その相関が弱ま
るため，元々の遂行機能低下→糖尿病の理解低下→血糖増悪が類推されるとあります．正
確に証明するためには，縦断研究が必要です． 
 
・やはり，高血糖と遂行機能低下の関連となる基礎メカニズムが気になるが，画像検査な
どはあるのか？ 
 
回答：2型糖尿病患者と非糖尿病患者を比較した，画像検査は多数あるが，血糖良好 2型糖
尿病患者と血糖不良 2 型糖尿病患者を比較した画像検査の既報はありません．そのため，
今後，脳の diffuse tensor imaginingを用いて，計画したいと考えております。 
 
以上のように，本研究は言語流暢性検査を用いて，2型糖尿病患者の遂行機能障害を明らか
にした学術的な価値の高いものであり，学位審査での発表，質疑応答も適切になされ，医
学博士の学位に値すると判定された。 
